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子どものときに近所のバレエ教室をの

ぞき見し、「楽しそう！」とひと目で魅

了されてしまった。

６歳で習い始め、「法村友井バレエ学

校」（大阪府大阪市）に入学、バレリー

ナを志した。

18歳になると、同バレエ団に入団、念

願のバレリーナとして舞台に立った。

その後、1971（昭和46）年に「湯浅バレ

エスタジオ」（大阪府茨木市）の専任教

師となった。

熱心な指導が認められて、76（昭和51）

年に独立。「下田春美バレエ教室」を開

くことになった。

生徒の保護者に背中を押される形で開

所したが、その

とき、おなかに

は子どもが宿っ

ていた。

「子育てと、教室

のやりくりが同時

進行になり、無

我夢中でした」と

当時を振り返る。

育児と仕事の両

立を可能にした

のは「バレエが

大好き」という

いちずな思い

だった。「子ど

もも、教室も、

たくさんの人に

支えられて育

ちました」。

バレエの魅力に

ついて聞いてみ

たところ「楽し

い！」と、一言。

「人生の選択肢は広いほうが良いと思

います。だから、生徒全員にバレリー

ナになりなさいとは言っていません。

バレエを通して、自己主張と協調性を

あわせもった人に育ってほしい」と話す。

インタビューの途中、「おはようござ

います」と大きな声で生徒た

ちが教室に入ってきた。この

気持ちのよいあいさつだけで、

この教室の「教育方針」の一端

を垣間見た思いがした。

３年前、30周年を迎えた同教

室には現在、幼児から大人ま

で約150人の生徒が通ってい

る。「バレエに限らず、おけ

いこ事は長く続けることが大切です」

と下田さん。

生徒の中には親子２代にわたって教室

に通っている人

もいる。現在、

息子を通わせて

いる親の一人は、

「親に隠しごとが

できても、先生

にはできません」

と笑う。

今年、還暦を迎えた下田さんの元には、

生徒らからたくさんのメッセージが

届いた。

「これまでの人生はプラスだったと実

感しました。あと10年は続けたい」と、

話をする彼女の目はうれしさを隠さず、

さらなる意気込みを見せていた。

（取材・福本）

●草津市大路1-16-24
●TEL：077-516-1884
http://www.sh-ballet.com
★無料体験レッスン随時募集中！

●場所：大津市民会館 大ホール
　　　（大津市島の関14-1）
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